
　

　先日の水俣市を中心とした集中豪雨による大規模な土石流災害，また宮城県北部を震源
とする連続地震の被害には，自然界の底知れぬエネルギーの大きさを実感させられました．
被災された方々には心からお見舞い申し上げます．
　さて，長野市で開催された学術大会では「理学療法における EBM」をメインテーマに
掲げ，シンポジウムなどで多面的に検討が行われましたが，その中で，効果を実証するに
はより具体的な理学療法をどのように実施したかを把握することが重要だと強調されてい
ました．そういう点から捉えれば本号の特集「早期理学療法」は，発症早期から前向きな
アプローチが可能となるだけに，それぞれの職場で早期理学療法のあり方を確立する必要
があります．そのアプローチがどのように実施されるかによって，回復期から社会復帰に
おける身体的機能，社会的レベルに様々な影響を及ぼすため，早期理学療法には一段と専
門的な知識と技術が求められ，厳密なリスク管理，他部門との連携が不可欠になってきま
す．
　松葉論文は，脳卒中早期理学療法のあり方を紹介するとともに，発症から 2 日以内に早
期理学療法を開始した中重度脳卒中患者 29 例を対象に，基本プログラム実施群と特別プ
ログラム実施群の 2 群に分けて，そのアプローチによる効果度を下肢機能，FIM などから
検証した力作です．不全脊髄損傷の江口論文では早期から社会復帰を視野に入れた他施設
との連携の重要性を，青木論文では ICU における AMI，心不全，開胸術後を例示し，そ
のなかでチームアプローチの要点は各専門性を明確にすることだと強調しています．内田
論文では THA の術前，術後の詳細な早期理学療法を示し，その結果分析を，手の外科の
山本論文では腱の生力学的ストレスを示し再断裂に留意したプログラムを解説していま
す．いずれの論文からも日々の診療に前向きに取り組み，最適な理学療法を追究する姿勢
が伝わってくる内容です．
　「入門講座」は，円滑な動作遂行が困難なパーキンソンの動作分析とその指導のコツを
図示していただき，非常にわかりやすい内容となっています．また「講座：実践・人事評
価」は企業的な視点での評価項目が中心ですが，確認項目を理学療法職場に適した用語に
置き換えれば大変参考となります．PT が急増する中，今後一段と職場管理は重要となる
ため，本講座 3 回をじっくりと読んでいただきたいと思います．
　今年の梅雨明けは例年に比べて遅く，日照不足と冷夏による農作物収穫への影響が懸念
されていますが，本誌がお手許に届く頃には燦々と輝く太陽の下，夏休みを堪能されてい
ることでしょう．
　長野学会での発表を論文にして投稿されますようお待ちしています．

（鶴見隆正）
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